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今月のことばは、稲垣瑞劔師の著書のなか
い ながき ず いけん

の一節です。今月のことばの後に、「お内仏
な いぶつ

の阿弥陀様が、四十八本の光明を放ってござ
こうみょう

る。あの光明が、ずうっと延びて、私を抱い

ていてくださる」という地の文が続きます。
じ ぶん

お内仏のご本尊を見てみると、ちょうどお

顔のあたりから光が四方に延びて描かれてい

ます。どうして四十八本なのか。それは阿弥

陀さまの願いが四十八あるからだといわれま

す。他にも説はあるそうですが、光は仏の智
ち

慧のはたらきを表していますから、四十八願
え し じゅうはちがん

を表しているというのがしっくりくるように

思います。

『仏説無量寿経』に示されている如来さま
ぶ っせつ む りょうじゅきょう

の誓願は四十八ありますが、なかでも第十二
せ いがん

願は「光明無量の願」といわれます。光明を

無量にそなえようと誓われた仏が阿弥陀さま

です。それは、私がどのような世界にあって

も必ずそのはたらきを届けてくださると誓っ

てくださっているのです。私たちはいつもそ

の光にいだかれ、そのはたらきのなかに摂め
おさ

取られているのです。

お内仏のご本尊に向かって手を合わせると、

その四十八本に延びている光が見えている。

その光は、私を摂め取って捨てたまわぬ摂取
せ っしゅ

不捨の光明であり、常に我が身を照らす光で
ふ しゃ

あったということを、「きょうもまた」とい

う形で表しておられるのです。もちろん、

「きょうもまた」は「お顔おがみて」にかか

ると考えられますが、「きょうもまた光り輝

くお顔おがみて」ということを成り立たせて

いるのは、常に我が身を照らしたもう如来の

摂取不捨の光明に他なりません。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

▲ 昨年の当山報恩講、松月英淳先生にご勝縁を賜りました（1２月１５日）

こ
こ
数
年
、
寝
る
の
は
大
体
午

後
九
時
で
す
。
し
か
し
、
新
年
に

な
り
、
夜
、
作
業
を
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
寝
る
の
が
十
一
時
ご
ろ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
遅
く
寝

る
と
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
テ
レ

ビ
の
映
像
が
目
に
入
り
ま
す
▼
昨

日
（
五
日
）
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
歴
史

探
偵
」
と
い
う
十
時
半
か
ら
の
番

組
を
見
ま
し
た
。
最
初
は
作
業
を

し
な
が
ら
で
し
た
が
、
面
白
く
て

つ
い
に
作
業
を
止
め
て
見
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
内
容
は
黄
金
の

国
ジ
パ
ン
グ
に
焦
点
を
当
て
た
も

の
。
「
東
方
見
聞
録
」
に
出
て
く

る
黄
金
の
国
は
ど
こ
か
を
調
べ
た

も
の
で
、
日
本
の
東
北
地
方
と
タ

イ
国
の
二
説
で
検
証
さ
れ
ま
し
た

▼
最
終
的
に
は
東
北
地
方
が
有
力

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、

タ
イ
国
の
映
像
に
面
白
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
金
ぴ
か
の
仏
像
に

金
箔
を
貼
る
シ
ー
ン
が
出
て
き
た

の
で
す
。
頭
に
金
箔
を
貼
る
と
頭

が
良
く
な
る
、
お
へ
そ
に
金
箔
を

貼
る
と
財
産
と
食
べ
物
に
困
る
こ

と
が
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
民
が
金
箔
を
貼
っ
て
い
ま
し
た

▼
私
な
ら
ど
こ
に
貼
る
か
と
考
え
、

ま
ず
首
に
貼
っ
て
頸
椎
ヘ
ル
ニ
ア

が
治
る
よ
う
に
、
次
に
鼻
、
副
鼻

腔
炎
が
治
る
よ
う
に
、
最
後
は
耳
、

よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
に
な
り

ま
し
た
。
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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下記の日は緊急を除き仏事はお
受けできません。ご協力をお願い
します。

◎ １ 月

１８日１０時～
１９日終日

２７日 終日

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

１月６日現在アクセス数 124,735人

二

日

川
﨑
榮
藏
様

臨
終
勤
行

唐
仁
原
民
子
様

三
・
七
日
忌

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
命
日

丁
子
・
秋
参
り
（
家
庭
報
恩
講
）

川
﨑
榮
藏
様

通
夜

四

日

荒
谷
地
区

報
恩
講

川
﨑
榮
藏
様

葬
儀

川
﨑
榮
藏
様

初
・
七
日
忌

五

日

川
﨑
榮
藏
様

礼
参
り

興
梠
良
幸
様

七
回
忌

髙
橋
楓
花
ち
ゃ
ん

初
産
式

八

日

内
陣
仏
具
等
会
館
へ
移
動

内
陣
掃
除
・
報
恩
講
荘
厳

九

日

仏
具
磨
き

唐
仁
原
民
子
様

四
・
七
日
忌

仏
具
内
陣
へ
移
動

十

日

木
山
マ
ツ
エ
様

臨
終
勤
行

当
山
報
恩
講
準
備

木
山
マ
ツ
エ
様

通
夜

十
一
日

石
田
愛
子
様

三
回
忌

木
山
マ
ツ
エ
様

葬
儀

当
山
報
恩
講
準
備

木
山
マ
ツ
エ
様

初
・
七
日
忌

十
二
日

木
山
マ
ツ
エ
様

礼
参
り

当
山
報
恩
講
準
備

十
三
日

本
屋
敷
寺
報
配
布

当
山
報
恩
講
準
備

十
四
日

当
山
報
恩
講
準
備

十
五
日

報
恩
講
日
中
法
要
（
上
下
参
り
）

報
恩
講
逮
夜
法
要
（
お
番
）

十
六
日

報
恩
講
日
中
法
要
（
中
央
参
り
）

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
命
日

唐
仁
原
民
子
様

五
・
七
日
忌

十
七
日

報
恩
講
荘
厳

通
常
荘
厳
へ

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
命
日

椎
葉
春
子
様

七
回
忌

唐
仁
原
民
子
様

中
陰
・
納
骨

十
九
日

山
本
美
登
様

臨
終
勤
行

山
本
美
登
様

通
夜

二
十
日

山
本
美
登
様

葬
儀

山
本
美
登
様

初
・
七
日
忌

二
十
一
日

山
本
美
登
様

礼
参
り

二
十
二
日

木
山
マ
ツ
エ
様

二
・
七
日
忌

高
千
穂
組
内
各
寺
院
配
布
物
届

第
四
回
組
長
会(

宮
崎
教
務
所
）

組
長
会
忘
年
会

二
十
三
日

岡
田
サ
キ
子
様

臨
終
勤
行

岡
田
サ
キ
子
様

通
夜

二
十
四
日

古
小
路

始
様

一
周
忌

古
小
路

始
様

永
代
経
法
要

岡
田
サ
キ
子
様

葬
儀

岡
田
サ
キ
子
様

納
骨

岡
田
サ
キ
子
様

初
・
七
日
忌

二
十
五
日

岡
田
サ
キ
子
様

礼
参
り

矢
野
幸
子
様

十
三
回
忌

二
十
六
日

泉

幸
子
様

満
中
陰

二
十
九
日

木
山
マ
ツ
エ
様

三
・
七
日
忌

三
十
一
日

山
本
美
登
様

二
・
七
日
忌

除
夜
会

金
光
寺
の
ひ
と
月


